






















石川研究室 (昭和初年)

石川先生の向って宥が問中南氏 (現宇都宮大学教授)

左が横溝克巳氏 (現早大理工工経教授)

お若い頃の石川先生御一家 (昭和14年1月)
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させられました。

その後数年して先生が常磐ハワイアンセンタ ーにお出になられたときお会いいたしま

したがそのときは大変お元気でいらしゃいましたのに…

先生のお名前をきくたびどとにあの信念をもっておっしゃられた訓示とともに慈父に

も似たお人柄が偲ばれてなりません。

甚だ継文にて充分意を尽し得ませんが蕊に石川中隊長を偲び只管ど笑福をお祈りいた

します。 c石炭鉱業合理化事業団)

世界化学工業視察旅行での

石川先生の思い出

伊藤政勝

石川先生の突然の御逝去の報に接し唖然としたのは一人私のみではなかったと恩われ

る。

昨年御入院時IC御見舞に伺った折も平生と何ら変らぬ先生に接し，その後退院され静

養を兼ね熱海へ行かれ再び学校に出られるのも近いとのととで，御目にかかれるのを楽

しみにしていた折の乙ととて，王手を疑わざるを得なかった。

先生の大学，学会等での御人柄をしのぶ思い出は夫々の諸先輩により述べられる乙と

と恩われるので私として先生の印象に残る思い出としては先生にお供をして約60日間世

。界化学工業視察旅行に行った乙とで今尚印象深く残っている。

乙の旅行は早稲田大学生産研主催で石川先生を団長として，生産研岩崎馨先生をリ ー

ダーとして，卒業生の就職せる各種会社に参加者を募られたもので，私も会社在職中な

がら会社上司の理解と賛同を得て本旅行の一員として加わる ζとが出来た。今を去る約

10年前1963年初秋のζ とであった。

そζで乙の旅行中のいくつかの先生の印象を記し先生の御人柄をしのびたいと思う。

その年9月早々朝9時羽田を離陸した日本航空の DC-8は定時ハワイ国際空港κ着

陸した。それ迄の約7時間半は先生も私も経験した録も長い旅であった。乙の悶じっと

坐っていることは仲々の苦痛でもあった。おまけに軽食を含め3度も食事をしたわけで

いささかうんざりしてしまった。我々一行の中の誰もが席を立って狭い機内を運動の意

味でトイレに立ったりスチュワーデスの席に話しに行ったりしたのだが.先生はあまり

席も立たれず，座禅をくんだ僧のようであった。もっとも狭い席で先生のあの巨体(乙

んな表現を使わせて頂くととをお許し願って)では立ったり坐ったりは大変な ζとだっ

たかもしれない。だからハワイでタラップを下りられる時はフラフラされたが.空港ロ
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ビーでハワイ歓迎の挨拶であるポリネシア美人からレイを首にかけ頬にキスされたとき

"いやどうも……"と膝をかがめ，私などの方を見て照れくさそうに笑われた。そして

生パイナップルジュースのサービスを受けられた時，ヤレヤレと解放されたように言わ

れて大きく伸びをされた。

それから 1週間後テキサス，ヒューストンに滞在中，連日熱い中を精力的に回ってい

たので，ある夜は DownTown に行くのは止めて，夕食はホテルでとるととにしたが

ありきたりのものでは面白くないという乙とでウェイタ ーにヒュースト ン名物料理をた

ずねたらテキサスチキンがよいというので注文したら 1人前2羽の鶏をのせた量的なデ

ラックス版であった。我々の中の殆んどがとれを全部処理するキャパシティはなかっ

た。我々苦心惨悔の最中に先生は悠々と済まされてしまった。

シカゴ大学訪問の折，中国出身の揚教授と大学内のクラブで昼食をした時，我々のテ

ーフソレを扱ったウエイトレスが日本人女性であった。その当時で言う所謂戦争花嫁であ

ったが，先生は何となく話しかけられ，いろいろ尋ねられていたようで，異郷の地にい

る乙の女性に同じ日本人としての思いやりをくばられていたように恩われたのである。

ヨーロッパに渡りスペインに行った折，日曜日はスペイン国技である闘牛を見に行っ

た。8回も4-500kgある黒牛が闘牛士の剣先に倒れたが先生は一言‘残酷なものだね"と

言われたが，その夜はフラメンコを見に行かれスペイン美女の印象を翌朝さかんに話さ

れ，前日とは変って明るくなられた。

パリはマロニエの葉が落ち始める10月初めで美しい時期であった。ニューヨ ークでも

そうだったが先生は早朝町を歩かれていた。ニューヨークではセントラルパークであっ

たが，パリではコンコノレディアからシャンゼリゼ，セーヌ河畔まで行かれたようであっ

た。旅行がお好きだった先生には秋のパリにたまらなくなられたのかもしれない。

ロンドンでは思いもかけぬ訪問者が先生をホテルに会いに訪れた。早稲田文学部出身

でその時英国在日本大使館書記官夫人であった N夫人であった。学内解放の時研究室を

訪れ先生が丁度おられて話しをしたととのある人であった。先生の御人柄がど乙へ行っ

ても，親しみを与えられるととによるのかもしれない。勿論我今一行が行く乙とは知ら

されていたが，我々のうち誰も予知出来なかった ζ とであった。

暗いロンドンの雰囲気K明るい先生の思い出が残っている。

一ばん愉快だった思い出はエジプ卜，カイロの夜であった。エジプトの雰囲気に溶け

込み，エジプトのムードに浸るエジプトレス トラ ンに行った時の ζ とである。

レストランというからには町中の繁華街のまん中にあるのかと思ったら，何とあのス

フィンクスとケプオスピラミッドのある砂漠の近くであった。

エジプト料理を味わいつつ，エジプト音楽，魔術，そしてオリエンタノレダンス等を観

賞するのであった。
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レストランそのものは円いキャラパンで豪華なカーペットを床や周囲IC:張りめぐらし

てあり，サルタンのハレムを恩わす雰囲気であった。 エジプ ト音楽楽団のリーダーが，

客の l人1人を引張り出し，何かやれというので我身の中の 1人1人苦心惨憎のお付合

をさせられた申で，先生は楽団員の1人から胴長の太鼓をかりでζられ，脇にかかえ音

楽に合わせて三河万才きながら，ポンポン叩きながら愉快に踊られた。私どもには考え

も及ばず大へん驚いてしまった。先生の大へん陽気な面を拝見した形になったのである。

外は月夜で砂漠の中，月の砂漠で先生の太鼓の踊り，アラビアンナイトであり，一方ま

た別の表現をお許し下さるなら，きながら月に浮かれた証誠寺の狸ばやしのようでもあ

った。

我身一行の最後の目的地は香港であった。 一日九竜半島の各所を回った申でニューテ

リトリィのウオールシティと呼ばれる普盗賊から村落を防御するために造られた銃眼の

ある高い壁で図まれた部落に行った折，中は人間，鳥，獣など雑居の悪臭プンプンする

狭路のめぐらされた，迷路地区であ ったが，そういう所でお決りのように訪れる人々に

附きまとい物請いが多かった。その中で5-6才のお河童の可愛らしい女の子がいた対

先生は立ち止 り，香港貨幣の5セントを与え，そっと髪をなぜられた。御家族にお嬢さ

んが多かったので，その年頃の頃を恩われたのかもしれなかった。父親としての思いや

りの一端を拝見したよ うに思われた。

60日間の旅行を通じて先生はどζの国でも接する人人 l人に対し物柔らかく鯨重

であられたと記憶している。

私の上記の断片的な印象の一端で先生のお人柄をしのばせるのには未だ十分でない ζ

とは確かで，他方面での諸先輩，後輩諸兄姉の思い出話等でお願いするととにしたい。

最後に先生の御冥福をお祈り申上げ本文を終らせていただきます。

(千代田化工建設側海外事業本部，旧31回卒)

先生サヨウナラ

倉田佳忠

「人は死んでチリ lζ帰る。」と聖書はいう。肉体はチ リになり土に還元されてしまう

が，その霊は神のもとにいくという思想であろう。石川先生が亡くなられてすでに6か

月近くの時間が流れたが，未だに私にはあの先生がチリになってしまったり，神のもと

遠くにおられるなどというととはとても感覚的に実感できない。先生のお宅に伺えば

「ゃあ.来たかね。さあ二階K上がんなさい。Jという特有の低い声で，今にも先生が

玄関IC:微笑をもってお出になられるものとしか，思えない。私どとき出来の悪い門下生は
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1年に 2回か3固くらいしか直接にはお自にかかる ζ とがなかったけれども，電話や人

を介して仕事上の御指導賜るととが少くなかった。だから私の心には今もって，お訪ね

すればいつでも先生がいらっしゃる筈なのである。それは先生IC対する門下生の勝手な

甘えに違いないのだが・・・。

息子の戦死公報を認める ζとができず，必ず帰ってくる筈だと思っている老母の記事

がかつて新聞に出ていた乙とがある。恐らくその老母も息子の死という現実は肯定して

いるのであろう。親しい人，好きな人の死という事実とそれにある距離遅れてしかつい

ていけない人の心情とのズレは，理屈抜きにどうしようもないもののようだ。

私は昭和30年石川研究室を卒業してから 6年後に転職のため約l年余石川研で勉強さ

せていただいた乙とがある。その頃研究室には田中先生(現宇都宮大教授)がおられ直

接御指導を賜ったのも慎しい思い出であるが，石川先生の御研究テー7 の1つが6年前

の在学時のものであり，あれからずーっと継続されているのだなあと感概深かったもの

である。同時に石の上にも10年といった先生の御研究態度に私はひどく感銘を覚えた。

そのテーマというのは，勝質土原料のアノレミ精豊臣工程における鉄分の除去に関するもの

であった。もともと，先生の御研究は穆質土の特性とその工業的応用に関するもので極

めて地味な分野なのであるが，当時石油化学のf台頭，発展が著しく華やかであった乙と

を思うと，先生がそれらの分野IC手を拡げられないのは私の如き凡俗からは不思議であっ

た。しかも，先生は以前ナフサの接触分解関係の研究もおやりになっていたと伺ってい

る。売名とか功名心といった私欲の全くない先生は，そうした派手な肢の風潮を追うよ

うな研究態度はミジンもなく，山門の前IC立ちふさがる長い長い石段を一歩一歩登りつ

めていく修験僧にも似た御研究態度を衿持しておられた。私はその心にふれ全く敬服し

たものであった。乙のように，先生は人に物を教えるのに，御自分の態度でお示しにな

るζとが多かった。

研究者として自らの道に厳しく忠実に歩まれるというドイツ風の気風がおありであっ

た反面.周囲の者，学生はじめ研究室のメンバーには， とても細かい思いやりがあっfこ。

学問の御指導にも，人生の手引きにも，先生は各個人の背景をよく見られて人1人

それぞれかなり臭った御指導をなされていたようである。数学・外国語等の得手不得手

とか，外国からの留学生，在学中父を亡くした学生，会社から大学院に入る希望者等々

人の背景はさまざまであるが，実iζキメ細く先生は指導されていたものである。石川研

究室に学んだ人達の中で，乙のキメ細い御指導を頂かなかった者は誰もいないであろう。

そうした先生だから，戦時中技術将校で陸軍燃料廠におられたが，やがて東京の帝都

審備隊のような部暑に固された時，部下iζ向って「乙んな戦争で死ぬ江。最後まで生残

るようにせよ。Jと平気でいっておられたそうだ。当時職業軍人ならずとも，聞いたら

気の遠くなるような話であったろう。物事IC対する透明な洞察力だけではいえないお言
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葉である。他人に対する思いやりというものは，本当IC信念と勇気のいる ζとである。

多くの部下は無駄に命を落すζとなく終戦を迎える乙とができたであろう。

他人の命の重さをよく考えておられた先生も，御自分の生命についてはどうであった

ろう。数年前のある日，死後の世界の乙とに話が及んだとき. r人は死んでしまえば，
それはもう何ででもなくなってしまう。まあ土になっちまうとでもいうか。」といわれた

ζとがあった。偉い先生はもっと複雑な機構のお考えをお持ちだと思っていた私には，

当時何の乙とかよく判らなかったような，物足りなかったような記憶がある。あとで考

え直してみると，どうも 「死後の殴界など未練がましい乙とは考えるな。 生きている今

の命を大切にせよ。J という乙とをおっしゃったようであった。先生の 「土になっちま

う」というお言葉は聖書の 「チリ IC帰る」と重なり 合って，妙に私の耳から余韻が消え

ない。先生サヨウナラ。

(月島機械側技術部課長新5回卒)

xx xx xx 

編集後記

暑い夏がやって来て，暑さに苦労されていた石川先生の御姿が自に浮かびます。先日

重量倉さんと一緒に御宅へお伺いいたしましたが奥様も御元気で悲しみの中Kも冗談に笑

いながらお話しをされており安心いたしました。御宅の二階から見下せるようなと乙ろ

(告別式の行なわれた清見寺境内)に立派なお墓も出来，お花が絶える乙となく供えら

れておりました。

軍隊時代の御友人縛石様をはじめ卒業生の方々から貴重な原稿を頂きましたが，その

際田中甫氏lζ一方ならぬお世話になりました。乙の欄をお借りして原稿を寄せられた諸

氏および田中氏に厚く御礼申上げます。

(佐藤匡)

昭和48年7月発行

発行 早稲田応用化学会

編集兼

発行人

印刷
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